
故郷『岐阜』のマホロバサンショウウオはどこからやって来たのか
岐阜県立大垣北高等学校自然科学部サンショウウオ班 竹内啓太・白木瑛翔・綴喜美慧・川瀬幸貴・篠原菜々華・小林祐介

１.目的

マホロバサンショウウオ(Hynobius guttatus)は,近畿地方
から岐阜県西部に分布し,本校の所在地である大垣市にも
生息する小型サンショウウオである。マホロバサンショウ
ウオの世界最北端,最東端の生息地点を含み,我々の故郷で
ある岐阜県までどのように分布を広げてきたかを詳しく知
りたい。

A：25個体 B：5個体（1）
C：2個体（1） D：1個体（1）
E：1個体（5）

ハプロタイプ：個体数
（Aとの塩基置換数）

図2:岐阜県周辺の
ハプロタイプネットワーク

考察：岐阜県の集団の遺伝的多様度が低い
岐阜県に分布を拡大してからあまり時間

が経過していない

ミスマッチ分布とは…
各個体の塩基配列間で何塩基の違いが
あったのかを総当たりで調べてヒスト
グラムにしたもの。
縦軸…個体間の比較の組合わせの

数に占める塩基置換があっ
た組合わせの数の割合

横軸…塩基置換数

２.昨年度の研究

図4:岐阜県内のマホロバとヒダの
塩基置換のミスマッチ分布
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■マホロバ(47個体) ■ヒダ(57個体)

図3:岐阜県周辺の
ハプロタイプごとの分布

図1:マホロバサンショウウオ(左),ヒダサンショウウオ(右)

方法:岐阜県および隣接地域の57個体のmtDNAを解析し,その内33個体
分のCytochrome b領域の一部の572bの塩基配列を決定した。大阪府
の1個体を加え,ハプロタイプネットワークを作成した。



３.マホロバサンショウウオの岐阜県に至るまでの分布域拡大について

図5:生息域全体のマホロバの集団の塩基置換のミスマッチ分布
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図6:系統樹

岐阜県の集団より岐阜県以外の集団のほうが遺伝的多様度が高い
→近畿地方から分布を広げてきた

0        2         4        6        8        10      12      14      16      18      20     22      24      26      28      30 32      34      36                 

最大2塩基の置換 最大37塩基の置換

方法
・マホロバサンショウウオ89個体のCytb領域の一部の572bの塩基配列を決定した。
・生息域全体のマホロバサンショウウオの集団のミスマッチ分布を作成した。
・最尤法(Maximum likelihood method, ML法）,遺伝距離はTamura-Nei model 01を
使用し,系統樹を構築。



方法
・視覚的に分かりやすく示すため,Popartを用いてハプロタイプネットワークも作成。
・MEGAを用いてアラインメンし,Popartを用いてハプロタイプネットワークを作成した。

図8:Cladeごとの分布

図7:ハプロタイプネットワーク

各ハプロタイプを結ぶ線上の
棒の数が塩基置換数を表すく

マホロバ
（紀伊半島）

ツルギ(四国）
共通の祖先

CladeⅠ
（岐阜県）
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５.今後の展望４.マホロバサンショウウオの岐阜県内での分布域拡大の特徴の解明
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図10:両種の生息確認地点ごとの標高の分布
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図9:生息確認地点,岐阜県内の主な河川,標高

マホロバ:岐阜県西部に到達後、
丘陵帯の河川沿いに分布を拡大した

ヒダ:主な河川から離れて移動し,岐阜県内で
標高の高い尾根を越えて分布を広げている
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